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「
働
く
婦
人
の
家
」
が
、
市
街
地
を
一
望
で
き
る
新
館
山

（
母
子
寮
敷
地
内
）
の
上
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、

明
る
く
近
代
的
な
現
代
建
築
の
粋
を
結
集
し
た
、
働
く
婦

人
の
シ
ン
ボ
ル
の
館
と
し
て
、
立
派
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
、
旨
の
「
働
く
婦
人
の
家
」
は
婦
人
の
福
祉
向
上
の
た
め
、

教
養
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
婦
人
が
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

”
働
く
婦
人
の
家
”
に
は
、
専
門
の

職
員
が
配
置
さ
れ
で
、
お
り
ま
し
で
、
、

ご
婦
人
の
お
か
れ
て
い
る
職
場
生
活

や
家
庭
生
活
に
関
し
て
の
一
般
教
養

を
高
め
る
た
め
の
、
講
習
、
サ
ー
ヶ

ル
活
動
を
一
ぱ
適
じ
で
、
パ
行
い
ま
す
、

　
ま
た
子
供
づ
れ
の
方
々
の
た
め
に

轟

浮

入
　
　
　
麻
．

桑
　
鵡

蕩
攣
い

　
　
、
ゾ
　
　
・

　
　
　
掻
、
　
飛
．

　
　
濯
　
　
咳

、　　　、

蕊鑑＿
ザ

重、

　黛

一

専
門
の
保
母
か
、
お
．
r
さ
ま
を
お
世

話
す
る
こ
と
に
な
っ
で
、
お
り
、
ゆ
っ

♂
、
り
レ
三
利
用
出
来
る
よ
う
心
を
配

っ
て
お
り
ま
す
．
”
．

婦
人
の
家
利
用
方
法

撃
顎

燈薄

麟、翼

　　1、買

．
　
霜

働く婦人の家正面
利
用
で
き
る
人
1
1
勤
労
婦
尺
及
び
↓

般
勤
労
訊
臼
肯
玉
庭
ゐ
主
婦

利
用
時
間
ロ
午
前
尾
時
か
ら
午
後
．
九

時
ま
で
、

休
館
日
遍
母
月
第
二
、
第
四
、
第

　
五
日
曜
日
皮
ぴ
第
．
、
第
』
一
ゐ
月

　
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
卜
二
月
二

　
十
尾
日
～
一
月
四
日

利
用
手
続
口
個
入
で
使
用
す
る
場
合

　
は
、
当
日
窓
口
に
1

、
使
用
薄
に
記

　
天
ー
二
－
、
」
・
だ
ン
ご
い
。
、
団
［
依
で
、
利
用

　
す
る
場
含
は
、
専
用
使
用
許
可
申

　
咽
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
、

使
用
料
巨
す
ず
、
で
、
無
料

蟹
剛
馨

碧
　
蜂
、

骸
、

｝
馨

艶

遡
、
“

敬罵

｝
言
垂

腕獅瓢蛭潔
．
㎏

戸
　
　
　
，
鰹
嗜
売

羅騨蝋い

馨羽、，

〆1、「尋i．冨、、価’響

　　　　　　　事務室で受1

》
7

～、『，

轍

砧

警

茶室のある日本間調理室

置
矛

2

国
民
年
金
所
得
状
況
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
中
お
忘
れ
な
く

　
国
民
年
金
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
老
令
福
祉
年
金

　
　
　
　
　
　
　
老
令
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
障
害
福
祉
年
金

の
受
給
権
者
は
、
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
．
に
よ
り
国
民
年
金
証
書
を
添
え
て
、

昭
和
五
十
年
度
分
の
所
得
状
況
届
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
所
得
状
況
届
出
に
よ
っ
て
、

五
月
以
降
の
一
年
問
福
祉
年
金
の
支

給
キ
一
決
め
る
も
の
で
す
。
届
出
が
な

い
と
九
月
以
降
の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
出
米
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お

亡
心
れ
な
く
届
［
出
を
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
▼
所
得
状
況
届
の
方
法

届
出
期
間
　
　
五
月
六
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

届
出
場
所
　
　
市
役
所
市
民
課
ま
た

　
　
　
　
　
　
は
出
張
所
、
分
室
へ

申
請
に
必
要
な
も
の

　
ω
国
民
年
金
証
書

　
＠
印
鑑
（
年
金
届
出
の
も
の
）

　
の
扶
養
義
務
者
が
給
与
所
得
者
の

　
場
合
は
、
昭
和
四
十
九
年
分
の
源

　
泉
徴
収
票

　
の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
現
在
受

　
給
の
証
書
ま
た
は
保
管
証

現
在
支
給
停
止
の
方
も

　
　
戦
争
公
務
等
に
よ
り
、
扶
助
料

　
を
受
け
て
い
る
大
尉
ま
で
の
方
で
、

　
ま
だ
老
曾
福
祉
年
金
の
裁
定
未
請

　
求
の
方
も
手
続
き
を
し
で
、
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
免
除
制
度
を
ご
存
じ

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
で
、
お
り
ま

す
。　

し
か
し
、
家
族
の
病
気
や
、
低
所

得
の
た
め
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
人
達
の
た
め
に
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
▼
保
険
料
の
免
除

　
保
険
料
か
免
除
に
な
る
場
合
、
次

の
二
つ
の
場
へ
・
が
あ
り
ま
寸
。

一
、
法
定
免
除

　
次
ゐ
方
は
届
出
す
る
と
、
法
律
上

免
除
に
な
り
ま
す
，

　
ω
生
活
保
旺
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　
を
受
け
で
、
い
る
方
¢

　
回
拠
出
制
障
害
年
金
、
障
害
福
祉

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
．
、

　
の
国
立
保
養
所
等
に
収
容
さ
れ
て

　
い
る
方
。

二
、
申
請
免
除

　
生
活
扶
助
等
を
受
け
な
く
て
も
所

得
が
少
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
、
保
険
料
免
除
申
請

を
提
出
し
て
、
認
可
さ
れ
れ
ば
免
除

に
な
り
ま
す
、
．

　
ω
給
付
へ
免
除
さ
れ
た
場
含
）

　
老
令
年
金
の
頴
は
、
全
額
納
入
し

た
被
保
険
者
の
三
分
の
一
と
な
り
ま

す
．
障
害
年
金
、
母
子
年
金
等
は
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
被
保
険
者
と

同
額
支
給
に
な
り
ま
す
，

　
＠
保
険
料
の
追
納

　
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
方
が
、
免

除
を
受
け
で
、
か
ら
、
十
年
以
内
で
、
あ

れ
ば
、
何
時
で
も
追
加
し
て
納
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

　
▼
免
除
申
請
の
受
付

　
期
間
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
ま
で

　
場
　
所
　
市
役
所
市
民
課
ま
た
は

　
　
　
　
出
張
所
（
分
室
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　
　
　
国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑

5月17日～18日（1泊2日

県蔵王少年自然の家

白石市ジュニア・リーダー研修会

〉対象人員　市内中学生50名限り

レ経費　1人660円
1〉集合場所・時間一中央公民館　午後1時（貸切バス

〉申込方法　5月6日市教育委員会

遺
族
調
査
に
ご
協
力
を

　
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
第
一
次

世
界
大
戦
、
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
、
満
洲

事
変
、
日
支
事
変
、
大
東
亜
戦
争

へ
当
時
の
呼
び
名
に
よ
る
）
で
な
く
な

ら
れ
、
当
時
、
護
国
の
御
柱
、
名
誉

の
戦
死
者
と
た
た
え
ら
れ
た
方
々
の

御
芳
名
、
出
身
地
（
旧
村
名
、
白
石

地
区
は
行
政
区
名
）
、
位
、
階
、
勲

等
（
兵
．
長
と
か
功
六
級
）
戦
死
場
所

（
旧
ビ
ル
マ
、
ガ
島
、
内
地
等
）
、

戦
死
月
日
を
お
一
へ
お
一
人
に
つ
い

1
」
、
正
確
に
記
載
い
た
し
で
、
、
永
久

に
白
石
市
史
第
五
回
配
本
、
第
一
巻

通
史
に
顕
彰
し
た
い
と
、
市
史
編
さ

ん
委
貝
会
（
飯
沼
委
員
、
阿
子
島
委

質
担
当
）
に
お
い
て
決
定
い
た
し
ま

し
た
、
、

　
（
、
き
ま
し
て
、
近
日
中
に
該
当
者

宅
に
各
地
区
遺
族
会
役
員
の
方
々
が

訪
問
の
上
調
査
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
五
十
年
も
以
前
の
事
で
資

料
の
揃
っ
で
、
い
な
い
、
第
｝
次
世
界

大
戦
以
前
の
戦
死
者
の
ご
遣
族
の
方
、

お
知
り
あ
い
の
方
が
あ
り
ま
し
た
な

ら
、
遺
族
会
の
地
区
役
員
又
は
、
市

福
祉
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
市
福
祉
事
務
所
遺
族
係
）

　　　史跡・名勝めぐり罷唱
　　　飯沼寅治先生・風問観静先生のあんないで

1・磯麟羅1難暑一不
　》集　合　白石中央公民館　午前8時
　》会　費　1，000円（大人のみ）
　〉申　込　会費を添えて中央公民館へ5月10日まで先着
　　　　　　順50名でメ切ります。
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か
9
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て
て
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】
り
。
ま
つ
珍
“

　
　
　
市
民
み
ん
な
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
春
ま
つ
り
盛
大
に

〆“
垂
撫

　
　
　
　
、
権
慌
顛
舞
．ぎ

・
津
，
徹
柔
．

．
　
款
溝
、

ふ
　
　
露
　
濡

　
　
雑

　
　
　
で
　
さ
ざ

　
舞
第
騨

嵐幕
ダ

噛議
　㌣娩

轟申
鱒薮響

喜擁

肱
＼

駐
醗臣

　　　季｝

講
1跡ド
蛎

村
の
鎮
守
の
神
様
の

　
今
日
は
め
で
た
い

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ

　
ド
ン
　
ヒ
ャ
ラ
ラ

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ

　
ド
ン
　
ヒ
ャ
ラ
ラ

朝
か
ら
聞
こ
え
る
笛

お
祭
り
日

太
鼓

　
ふ
る
さ
と
の
祭
を
よ
く
表
現
し
た

祭
の
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
す
。
中
町
、
長
町
通
り
両
側
に
、

ぴ
っ
し
り
と
建
ち
並
ぶ
屋
台
、
御
輿

お
供
前
と
、
に
ぎ
わ
っ
た
昔
の
祭
を

再
現
し
よ
う
と
、
青
年
会
議
所
会
員

N

3

劔

等
説
．

蕪

簿
・
鱒
膨

の
努
力
に
よ
っ
て
、
す
た
れ
ゆ
く
郷

土
の
祭
を
再
現
し
だ
。

　
白
石
神
明
社
の
春
祭
り
は
、
桜
の

花
も
咲
き
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月

十
五
日
御
輿
を
先
頭
に
、
甲
冑
に
身

を
固
め
た
可
愛
い
い
武
士
、
十
二
単

を
思
わ
せ
る
祭
り
の
衣
裳
を
着
た
稚

児
に
引
か
れ
た
お
供
前
。

“
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ヴ
シ
ョ
イ
”
と
元

気
良
く
か
け
声
を
か
け
た
、
子
供
御

輿
、
た
る
御
輿
、
汗
び
っ
し
ょ
り
の

大
奮
闘
。
白
石
音
頭
の
お
ど
り
に
感

嘆
の
声
が
し
き
リ
…
・

　
市
民
総
参
加
、
白
石
春
祭
り
に
ふ

さ
わ
し
く
、
老
若
男
女
を
と
わ
ず
祭

り
に
参
加
し
た
、
街
中
が
へ
人
の

波
で
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
だ
。

　
い
つ
ま
で
も
、
　
”
ふ
る
さ
と
の
祭

リ
”
を
な
く
す
こ
と
な
く
続
け
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
祭
を
企
画
、
参
加
、
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

糧ゐ

熟
－
寸
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弓
装
暑
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‘苦難に打ち勝って

　今春、中学校及び高等技術専門学校を卒業

して、市内24事業所に就職される80名の市内

就職者激励会が、恩師や事・業所の方々の見守

る中で、勤労青少年ホームにおいて行われま

した。

　若く溌刺とした諸君が、各職場において活

躍することを期侍し、勇気と希望をもって、

忍耐強く最後の勝利を得るまで努力し、苦難

の道を突破するように………と、市長から激

励の挨拶がありました。

禰
会

陣
麹
．

雫
轟
隻
．

脱
毒
『
ー

、
製

、
、
報
翻
㎜

い
纏

心
厭
．
軸
愈
齢
、

－
．
～
　
　
　
　
　
　
　
％
、
、

㌦
鷺

　
寧
　
　
．
蓄

謡

懸

史
跡
散
歩

②

堂
田
遺
跡

　
「
続
日
本
紀
」
に
よ
る
と
、

五
年
（
七
一
二
）

奈
良
・
平
安
時
代

白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

養
老

　
　
　
　
　
　
　
に
柴
田
郡
の
二
郷

を
分
け
て
刈
田
郡
を
置
い
た
と
あ
り
、

　
白
石
地
方
は
こ
の
時
か
ら
律
令
体

制
に
入
り
大
和
朝
廷
下
に
組
み
こ
ま

れ
た
。
八
世
紀
半
ば
以
降
に
、
中
国

（
唐
）
の
制
度
に
な
ら
っ
た
「
条
里

制
」
が
、
斎
川
地
区
か
ら
田
中
、
下

郡
山
に
か
け
て
の
斎
ヶ
川
流
域
の
水

田
地
方
に
施
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
土
地
割
を
正
方
形
に
し
、
水
路
や

道
路
が
直
交
し
た
そ
の
面
影
は
、
明

治
三
十
九
年
の
耕
地
整
理
や
最
近
の

圃
場
整
備
で
、
そ
の
大
部
分
を
失
っ

た
が
江
坪
・
金
坪
・
五
丁
目
・
二
条

橋
な
ど
の
地
名
が
あ
り
、
耕
地
や
水

路
の
一
部
に
残
る
形
態
か
ら
見
て
、

条
里
制
が
布
か
れ
た
と
見
る
事
が
出

来
よ
う
。
］
方
深
谷
の
上
高
野
附
近

で
は
、
こ
れ
よ
り
少
し
後
れ
て
、
鉄

が
造
り
出
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
当
初
、
古
墳
に
祭
ら
れ
た
へ
達
の

霊
魂
が
山
に
昇
っ
て
神
霊
と
な
る
と

考
え
ら
れ
、
山
岳
そ
の
も
の
を
神
と

仰
ぐ
民
族
信
仰
が
広
く
流
布
し
て
い

た
。
刈
田
山
を
神
霊
化
し
た
刈
田
神

は
八
世
紀
に
は
正
史
に
あ
ら
わ
れ
て

来
る
。
（
市
史
第
五
巻
3
5
頁
参
照
）

　
　
　
　
　
　
さ
と
み
や

　
や
が
て
そ
の
里
宮
と
し
て
秀
麗
な

山
容
を
も
つ
青
麻
山
（
大
刈
田
山
）

沼
　
寅
治

が
、
こ
の
地
方
最
大
の
神
と
し
て
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
ぎ
し
き

拝
さ
れ
た
。
九
二
七
年
の
「
延
喜
式
」

に
名
神
大
と
し
て
、
郡
内
唯
一
つ
、

刈
田
嶺
神
社
（
現
在
の
蔵
王
町
富
の

白
鳥
神
社
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

　
表
紙
写
真
は
、
福
岡
八
宮
に
あ
る

市
指
定
文
化
財
の
堂
田
遺
跡
で
、
六

行
五
列
あ
っ
た
礎
石
が
二
十
七
個
も

残
っ
f
、
い
る
。
何
を
祭
り
何
と
い
う

名
の
建
物
跡
な
の
か
記
録
は
無
い
が
、

里
入
は
神
聖
な
土
地
と
し
て
大
切
に

守
り
続
け
て
来
た
。
故
大
内
幸
之
助

翁
は
、
昭
和
初
に
平
泉
藤
原
時
代
の

，

神
社
跡
か
と
疑
問
を
発
表
さ
れ
た
。

最
近
減
反
問
題
と
圃
場
整
備
計
画
で

昭
和
四
十
五
年
に
志
間
泰
治
氏
ら
に

よ
り
学
術
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
青
麻
山
信
仰
に
関
連
し

た
も
の
ら
し
く
、
建
物
は
欄
律
五
除
、

梁
間
四
間
、
建
坪
五
〇
坪
弱
の
青
麻

山
を
砦
景
と
す
る
、
南
面
し
耽
草
噸
口
耳

（
懸
雰
極
根
乾
り
灘
樹

（
入
母
屋
造
か
）
の
仏
堂
風
の
建
物

で
、
平
安
初
期
二
〇
世
紀
頃
）
に

造
ら
れ
中
世
ま
で
続
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
。
や
が
て
山
岳
仏
教
が

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
け
ん
と
う

盛
ん
に
な
る
と
、
修
験
道
的
信
仰
の
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中
心
地
に
も
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
と
い
う
。



春の自然に親しむ

青少年の集いに参加しよう

　春風のさわやかな、自然の中で

健康的で楽しい活動をとおして、

青少年の友情を深め、野外活動の

知識と技術を習得しながら健康の

増進を図る集いです。気軽に参加

しましょう。

〉　期　日　　5月11日（日曜日）

　　　　　　雨天のさいは中止

〉　会　場　　白石市青少年の家

〉　参加対象　　小学6年以上20才

　　　　　　未満の青少年

》　募集人員　　50名（先着順）

1》　活動内容　　①自然観察

　　　　　　②テント設営

　　　　　　③野外すいはん

　　　　　　④歌とゲーム

レコースと時間

　　白石バスターミナル8：00集合

　　～8：30白石出発～小久保平停

　留所下車～徒歩自然観察～青

　　少年の家到着10：00活動～

　　15：01）出発～白石着16：50

レ準備　トレパン、帽子、

　　　　　　雨具、メモ帳、昼

　　　　　　食、はきなれた靴

〉　経　費　　1へ100円副食代

　　　　　　バス代300円は各

　　　　　　自支払って下さい。

レ　　申込期限　　　5月7日

〉　申込場所　　市教育委員会

　　　　　⑤2111～内線411番

国有林境界の検測

実施についてお願い

　国有林と民有地との境界保全の

ため4月14日より7月31日までの

期間に、不，忘岳、長峰、黒柴、白

荻山、国有林を検測作業を実施し

ます。検測作業の際、隣地へ立入

るほか測量の障害となる草木類を

最少限度伐除することもあります

ので、ご了承願います。

　尚、ご不審の点がありましたら、

担当区主任又は、白石営林署にお

たづねください。　（青森営林局）

老人福祉センター
入浴時問を4時まで延長

　市内の老八の方々の憩いの場と

して親しまれている、老人福祉セ

ンターは、1日60名以上の利用者

で賑わっております。

　お年寄りの方々に、ゆっくりと

入浴していただくために、入浴時

間を次のように延長しました。

噛間！轍欝から

　季節もよくなりました、散歩が

てら、お気軽にご利用ください。

書道・囲碁・将棋＝13日、27日

民謡・謡曲・詩吟＝2日、16日

　　生花・茶道；．8日、20日

　　　　　盆栽＝14日、21日

簡易保険の保障11倍に

ニュークローバー“ファイブ．発売

　事故、災害は増え続けておを）ま

す。49年に70万入の死傷者があり

ました。これは46分に1への死亡

48秒に1人のケガの割合です，

　皆様に豊かな保障のある生活設

計をしていただくため、新しい保

険ニュークローバー塾ファィブ，

を発売しております。

　この保険は保障に重点をおき、

一家の働き盛りの方々にお奨めい

たします．

ニュークローバー“ファイブ”は

①　保障は最高ll倍までになって

　　いる。

②　保険料は割安になっています。

③　疾病傷害特約で病気やケヴも

　　総合保障いたします。

④　病傷害特約保障については、

　　過失でも支払う。

⑤　保険金は即時払いが原則。

　くわしくは自石郵便局へ

　〉調査の目的
　　　事業所の実態を調査して、

　　　経碕施策に必要な基礎資
　　　審斗を得るため。

1　〉調査の対象

　　　市内の会祉、工場、店舗、
　　　病β完、学校：。

　〉調査の時期
　　　5月15日肖可了妾1こ言周査員力f

L豊」い襲襲．剣

r　伊“幽今月の納税笥幅“r
i　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　l
l国民健康保険税　l
l　　　　　　　　　l
l　　第1期　　　i
島輔【』鳩一一・一3嶋＿、＿・』柵＿レ鴇．＿＿w．磯

　白石市の人口　4月1日現在

　　総人口　　41，220人

　　　　男20，040人
　　　　女21，180人
　　世帯数　　　9，871世帯

5月の相談日

相　談　区　分

行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高令者職業紹介

人権無料法律
補聴器巡回サービス

相談日

10

6・15・26

22

6・20
6

9

時 問

113：・・一15：・・

場 所

1打子受戸斤市上吃古目

10：00～12：0（〕 市役所第2会議室

10：00～15：〔Xl　I　rl∫f窒戸斤

10100～12100

10：00～12＝00　

9；00～11：00

市一『受Fヌ斤言畠も止事・桑芳戸斤

市役所第3会議室

汁ゴ子受巨斤ぞ畠†丘ξ事務戸斤

7

5月春の一斉消毒目程

日

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

曜

日

月

火

水

木

金

十
一

日

月

火

水

地区

白石

越河

斎川

大平

大鷹沢

白　川

小原

白　石

福岡

福岡

福岡

実施地区
南町、田町、本町、中町、長町
亘理町、短ヶ町、新町、西益岡
中益岡、東益岡、清水小路、寿’

町、柳町、

全区

全区

全区

全区

全区

全区

本郷第1　第2　第3　第4
鷹巣、上都山、都山、示下會’

滝上、滝下、尾べら、上原、鎌
先、弥治郎、大網、八宮、芹沢

東　北　南　西下、西上、山根、
下凍、山の下　沖

川原子、沼、不忘、蔵王、三住

　
新
し
い
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
三
年
間
市
と
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

活
躍
し
で
、
く
だ
さ
い
ま
す
．

▼
　
白
石
地
区

　
和
泉
三
郎
（
南
町
）
、
　
平
間
勝
郎

〔
田
町
）
、
中
幡
操
（
本
町
一
、
茂
泉
格

（
巾
町
）
、
山
崎
慶
太
郎
（
長
町
）
、
高

橋
春
治
（
亘
理
町
）
、
菅
野
八
弥
（
短

ヶ
町
）
、
浦
山
信
＝
新
町
）
、
森
治

右
エ
門
（
西
益
岡
）
、
佐
藤
三
雄
（
中

益
岡
）
、
贋
江
守
信
（
東
益
岡
）
、
佐
藤

源
七
（
清
水
小
路
）
、
千
田
茂
（
寿
町
）
、

松
田
作
松
（
柳
町
）
、
吉
野
正
志
（
本

郷
［
〉
、
安
藤
国
雄
（
本
郷
二
）
、
堀

米
新
治
郎
（
本
郷
三
）
、
笹
谷
源
二
郎

〔
本
郷
四
）
、
村
上
盛
雄
（
堤
ノ
巣
一
、

日
下
精
二
（
上
郡
山
〉
、
角
張
松
三

（
郡
山
）
、
大
場
忠
輔
（
小
下
含
）

▼
　
越
河
地
区

　
高
野
善
二
二
区
）
、
松
野
清
］

〔
二
区
）
、
永
山
勇
（
三
区
）
、
八
島
幸

吉
〔
四
区
）
、
大
槻
勉
（
五
区
）
、
曳
地

沢
治
〔
六
区
）
、
佐
久
間
幸
男
（
七
区
）
、

太
斉
義
雄
（
九
　
（
二
区
）
、
島
貫
勝
夫
〔
三
区
V
、
斎
藤
　
国
、
分
正
志
（
大
網
）
、
佐
藤
朝
治
〔
弥

）
　
　
　
　
　
　
要
（
四
区
）
、
阿
部
寿
夫
（
五
区
）
、
村
　
治
郎
〉
、
阿
部
輝
男
（
西
区
上
）
、
日
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上
三
男
〔
六
区
）
、
佐
藤
一
（
七
区
）
、
　
下
市
松
（
西
区
下
）
、
高
橋
一
男
（
南

）
、
佐
藤
吉
也
大
槻
隆
雄
（
八
区
）
、
大
槻
文
一
郎
（
九
　
区
）
、
平
間
陸
男
へ
東
区
）
、
佐
藤
好

［
三
区
）
、
高
僑
　
区
）
、
八
島
庄
亮
（
十
区
）
、
佐
藤
芳
　
雄
（
北
区
）
、
佐
藤
政
治
へ
三
住
一
、
赤

大
槻
忠
〔
四
の
　
雄
（
十
］
区
）
、
大
橋
清
進
（
十
二
区
〕
　
沼
誠
π
蔵
王
一
、
鈴
木
稔
（
不
忘
）
、

只
五
区
）
、
松
野
　
▼
　
白
川
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
不
三
男
【
川
原
子
）

雲
七
の
一
区
）
、
　
　
高
僑
慶
一
（
一
区
〉
、
佐
藤
忠
治
　
▼
　
小
原
地
区

一
区
）
、
太
斉
鉄
　
（
二
区
）
、
高
橋
円
治
（
三
区
）
、
相
原
　
　
古
山
惣
作
（
上
戸
沢
）
、
小
野
寺
英

　
　
　
　
　
　
武
雄
（
四
区
〉
、
遠
藤
静
馬
（
五
区
〉
、
　
吉
〔
下
戸
沢
）
、
赤
井
畑
弘
（
赤
井
畑
）
、

　
　
　
　
　
　
武
田
早
人
（
六
区
）
、
小
畑
富
也
（
七
区
）
　
岩
松
作
雄
（
冷
清
水
｝
、
小
室
万
太
郎

区
）
、
渡
辺
知
　
▼
　
福
岡
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
熊
）
、
高
橋
俊
蔵
（
東
）
、
高
橋
長

5
一
区
）
、
佐
　
　
結
城
権
蔵
（
滝
上
）
、
菊
地
敏
〔
滝
　
π
塩
録
旦
、
高
僑
進
（
中
北
）
、
高
橋

）
、
松
野
敬
吉
　
下
）
、
村
上
勇
一
（
尾
べ
ら
）
、
鹿
又
　
弘
（
猿
鼻
）
、
斎
藤
文
夫
（
新
町
）
、
小

五
区
）
、
村
上
　
年
夫
（
上
原
）
、
小
形
栄
治
郎
（
沼
）
、
　
室
実
〔
赤
坂
）
、
高
橋
吉
之
｛
湯
元
｝
、

健
治
へ
七
区
）
、
　
高
橋
清
一
（
下
原
）
、
佐
竹
宗
一
（
鎌
　
大
浦
謎
吉
（
明
戸
）
、
岡
崎
力
（
小
ケ
、

　
　
　
　
　
　
先
）
、
加
賀
今
朝
男
（
山
ノ
下
）
、
最
保
平
）
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
上
末
男
（
沖
）
、
山
谷
康
（
山
根
｝
、
日
　
　
』
－
旨
－
：

）
、
佐
竹
光
雄
　
下
百
へ
（
八
宮
）
、
武
田
正
志
（
芹
沢
）
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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）
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
と
こ
　
　
㎜
、
　

平
散

徹
　
　
　
　
忙
　
㍍
海
　
　
　
写
　
う
　
襟

区
　
　
意
　
に
接
　
ス
・
　
　
　
　
キ
加
　
川
海
年
購
談
リ

解
藻
蕪
　
翫
参
印
籍
鰹

で
す
　
上
使
ち
剤
ん
　
　
．
・
民
騒
報
代
繰

様
球
施
で
も
る
け
　
　
市
旧
魯
青
石
ス
月
食
．

靹
加
　
実
噺
お
紘
駈
　
　
r
の
胴
白
、
白
バ
5
昼

繭
ぬ
　
　
禍
鮒
磁
轍
　
　

。
緑
肛
略
腺
費
覇

領
蔀
　
の
．
、
と
岬
終
　
　
新
5
コ
謬
麟

要
お
　
　
　
　
気
器
こ
毒
業
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
　
》
〉
》
》

施
の
　
　
　

火
食
る
消
作
と

実
夫

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ウ
一
　
　
　
　
り
0
　
　
4

谷
津
真
幸
（
八
区
）
、
太
＋

区
）
、
半
沢
勇
〔
十
区
）

▼
斉
川
地
区

　
末
永
仁
郎
二
区
）
、

〔
二
区
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健翁直力幽皇、ク瘍』
月日
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6

6

7

7

8

12

12

13

り
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14

15

21

21

22

26

6ウ
｝

7ラ
】

28

28

行事内容
3ヵ月児検診

健康相談
妊婦相　談
健　康相　談

妊婦相　談
3ヵ月児検診

健康相談
妊　婦　相　談

健康相談
女壬　　女帝　　零目　　言炎

12ヵ月児検診

6ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
6ヵ月児検診

健康相談
妊　婦相　談

3才6ヵ月児検診

健康　相談

妊婦相　談

受付時間

13二〇〇～13＝10

9：30～11：30

13＝0〔）～14：00

9：30～12：00

1曼：00～14：00

13：00～13：10

9＝30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13＝00～13：10

9：30～11：30

13＝00～14；00

13＝00～13：10

9：30～！1：30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：00～15：00

13：00～15：00

場 斤一
戸
τ

白　石　保　健　所

越河出張所
越　ギ可　出　9長　所

白　石　市役所
大r’沢出張所
白　．石　市　役　所

大1沢出張所
白　　石　f呆　侶建　戸斤

大　平　分　室

大　平　分室．

白川出張所

白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
福　岡　分　室

福　岡　分　室

白石保健所

斉川出張所

斉川出張所

白石保健所
小原元診療所

所療診元原

対 象 者

昭和50年1月出生者で越河、斉lrI・大平・大鷹
沢・白川・福岡・小原、地区の方

越河地区の方

越河地区の方

白石、大プ’沢地区の方

白石、大1』 』沢地区の方

昭和50年1月出生者で白石地区の方

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年4月出生者

昭和49年11月出生者で白石地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

昭和49年！1月出生者で越河・斉川・大平・大鷹
沢・白川・福岡・小原地区の方

斉川地区の方

斉川地区の方

昭和46年11月出生者

小原地区の方

小原地区の方

①
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　　　　　　　　　働く人の健康第6条（市腱婦）
　　　　　　②　　　　　③　　　　　④　　　　　⑤　　　　　⑥

健康診断を　　　生活にリズムを　　レクリエーション　生き甲斐のある　　かたよらない　　じゅうぶんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事を　　　　　栄養を　　　　　睡眠を
　　5月の休日当番医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛勤労青少年ホームゆ一

曜内科　外科日本舞踊12・19・26民謡7・16・23・30
視　柿崎医院（5）2210　　加韻）医院⑥2653　　茶道裏千家　6・！3・20・27　11ボンフラワー　8・15・22・29

日　大沼医院⑤2502　　刈田病院⑤2145
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料　理6・13・20・27社交ダンス8・15・22・29
視　　筥　医院⑤2410　　朝倉病院⑤211）1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華道池坊　1・8・15・22　ピンポン　6・8・13・15
日　水野医院⑤2735　　銭谷医院⑤2〔）10

日　加1LIII∫）医院⑤2〔）01　　く1』田病院⑤2145　　華道小原流　2・9・16・23　剣　　　道112・19・26

日　引地医院⑤21）36　宮城医院⑤2062　和　 裁10・17・24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8


